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だ孫睿4） の長編処女作 『草様年華』 を分析対象とし、必要に応じてその第 2作
















































































































































































































































































































































































2） 「虚無」 は本稿の分析概念として用いており、それに相当する原文は 「虚無」 以
外にも、「空虚」 「虚度光陰」 など複数の語が使われているが、文脈に支障がな
い限りは全て 「虚無」 に用語を統一した。
3） 『滴泪痣』 （中国青年出版社、2002 年 4 月）。李修文は 1975 年生まれ。また同小
説については拙稿 「李修文 『泣きぼくろ』 に見る村上春樹受容の一端―― SM を
めぐる綺想」 （早稲田大学中国文学会 『中国文学研究』 第 31 期、2005 年 12 月） 
を参照されたい。
4） 孫睿は 1980年生まれ。1997年に北京師範大学に入学、2002年卒業。『草様年華








5） 第 1作出版後、第 2作 『活不明白』 （雲南人民出版社、2004年 8月）、第 3作 『草
様年華Ⅱ――後大学時代』 （長江文芸出版社、2005年 9月） の青春三部作を刊行。
第 3 作は第 1 作の登場人物をそのまま使った続作だが、第 2 作は内容的に独立











えば拙稿 「劉弢 『為難情』 に見る 「考Ｘ」 言説―― 「実現されない私」 という






















2004年 3月 31日） 参照のこと。
12） 「虚無」 に対する態度は様々な方法で表現される。例えば春樹 『北京娃娃』 （遠方
出版、2002 年 5 月） で主人公が語る自殺願望も、現実に価値を置かないという
態度を表明することで、現実に固執する相手への精神的優位を表現していよう。
13） 邱飛の音楽趣味が穴あき版テープ （打口帯） で培われた経緯が 『草様年華』 に
見られる。穴あき版テープや海賊版 CD の文化的意味については、「中国“盗版
事業”和 “Saw-gash Generation”」 （『波西米亜中国』、広西師範大学出版社、2004
年 5月） 等、顔峻の一連の批評に詳しい。
　本論文は日本学術振興会科学研究費・若手研究 （B） 「21世紀中国大衆消費社会にお
ける文学現象の研究」 （2006年度　課題番号 17720073、研究者代表：高屋亜希） によ
る成果の一部である。
